
「
秋
の
遠
足
」

おお、しゃれ 阿
あ
刀
とう
田
だ
高
たかし

「教
きょう
養
よう
あるね。いつから？」「今日

きょう
よ」

あるいは、また、

「奥
おく
さん、どこの生

う
まれ？」「名

な
古
ご
屋
や
よ」「道

どう
理
り
で、

なごやか、だ」

などなどと、笑
わら
いが生

しょう
ずる。おわかりだろうか。

前
ぜん
者
しゃ
では、教

きょう
養
よう
と今日

きょう
よ、が呼

こ
応
おう
している。後

こう
者
しゃ
で

は、名
な
古
ご
屋
や
となごやか、が呼

こ
応
おう
している。意

い
味
み
のう

えではまったくつながりのないことを、発
はつ
音
おん
が似

に
て

いるということで関
かん
連
れん
させ、それを楽

たの
しむわけであ

る。こうした言
こと
葉
ば
の遊

あそ
びを“しゃれ”と呼

よ
び、日

に
本
ほん

人
じん
の生

せい
活
かつ
の中

なか
では、すこぶる日

にち
常
じょう
的
てき
なものである。

あまり上
じょう
等
とう
なユーモアではない、という自

じ
覚
かく
もあっ

て“駄
だ
じゃれ”とも言

い
う。“駄

だ
”は、つまらないも

の、駄
だ
目
め
なもの、の意

い
味
み
である。

ほかの言
げん
語
ご
にも、たとえば英

えい
語
ご
にも、似

に
たような

言
こと
葉
ば
遊
あそ
びがあるようだが、日

に
本
ほん
語
ご
ほど多

おお
くはあるま

い。

日
に
本
ほん
語
ご
は、音

おん
の数

かず
が少

すく
ない。アイウエオ表

ひょう
の 51

文
も
字
じ
、それに濁

だく
点
てん
と半

はん
濁
だく
点
てん
の25文

も
字
じ
を加

くわ
えて合

ごう
計
けい

76文
も
字
じ
で、一

いち
応
おう
、日

に
本
ほん
語
ご
は表

ひょう
記
き
できることになって

いる。実
じっ
際
さい
に用

もち
いる音

おん
は、もっと多

おお
いけれど、英

えい
語
ご

や中
ちゅう
国
ごく
語
ご
などと比

くら
べて、ずっと少

すく
ない。少

すく
ないから

同
どう
音
おん
異
い
義
ぎ
語
ご
が生

う
まれやすい。「貴

き
社
しゃ
の記

き
者
しゃ
、汽

き
車
しゃ
で

帰
き
社
しゃ
した」なんて、日

に
本
ほん
人
じん
は耳

みみ
で聞

き
いて、ちゃんと

わかるのである。同
どう
音
おん
異
い
義
ぎ
語
ご
が多

おお
いので、すっかり

慣
な
れているのだ。

いま述
の
べた“しゃれ”も、これと深

ふか
く関

かん
係
けい
してい

る。似
に
た音

おん
が生

う
まれやすく、それに慣

な
れているから

こそ“しゃれ”が楽
たの
しめるのだ。

職
しょく
場
ば
を見

み
わたせば、この“しゃれ”をよく言

い
う人

ひと

が、ひとりやふたり、きっといるだろうし、日
に
本
ほん
の

文
ぶん
芸
げい
には、落

らく
語
ご
は言

い
うに及

およ
ばず、和

わ
歌
か
などにも、こ

の手
しゅ
法
ほう
はよく用

もち
いられている。“しゃれ”を理

り
解
かい
す

ることは、日
に
本
ほん
語
ご
の上

じょう
級
きゅう
コースとして不

ふ
可
か
欠
けつ
であろ

う。

さて、埼
さい
玉
たま
県
けん
に行

ぎょう
田
だ
という市

し
がある。昔

むかし
は忍

おし
と言

い

った。東
とう
京
きょう
を江

え
戸
ど
と言

い
ったのと同

おな
じである。そこで

「ぽつぽつ、行
ぎょう
田
だ
の米

こめ
だね」

忍
おし
で取

と
れた米

こめ
なら、忍

おし
米
まい
、つまり、おしまい、と

なる。現
げん
代
だい
では、日

に
本
ほん
人
じん
でも知

し
る人

ひと
の少

すく
ない、古

ふる
い

“しゃれ”である。

（小
しょう
説
せつ
家
か
）
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